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平成 22 年 3 月 1 日発行／社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会　北沢地域社会福祉協議会事務所
〒 155-0031　世田谷区北沢 2 - 8 -18　北沢タウンホール 4 階

電話　03-5465-7541　FAX　03-5465-7543
E-mail　stshakyo@basil.ocn.ne.jp　http://www.setagayasyakyo.or.jp

世田谷区社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせる
まち・世田谷を目指し、区民のみなさんと共に福祉の
まちづくりを進める民間の福祉団体です。
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みなさまの善意の
ご協力、ありがとう
ございました。

募金は様々なかたちで
地域に届けられ、
笑顔の輪が

広がっています。

みなさまから
お預かりした「想い」は
身近な地域福祉活動に
還元されています。

届いた喜びの声と
合わせて、実際

どのように活かされて
いるかをご報告します。
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歳末たすけあい・地域支えあい募金へ
ご協力ありがとうございました。

　厳しい経済状況の中、みなさまの福祉への温かい想いが募金となって社協に寄せられました。
　募金の一部は、支援を必要とする方へのお見舞金・お祝い金、在宅で高齢者・障害者を介護してい
る方へ民生委員のみなさまを通じてお届けすることができました。
　そのほか、地域福祉の充実を図るため、翌年度の地域支えあい活動事業などに使わせていただきます。
　募金の内訳は下記のとおりです。

１．募金総額（北沢地域社協事務所）　　 １０，９５２，９２５円
　　　　　　 （世田谷区社会福祉協議会　５０，１７２，８２６円）（A）
� 平成22年 1月29日現在（単位：円）　 

北沢地域社協事務所：地区社協別募金額

地区社協名 募金額
梅　　丘 2,425,179円
代　　沢 1,397,757円
新代田 1,793,429円
北　　沢 1,111,750円
松　　原 1,759,575円
松　　沢 2,465,235円
合　計 10,952,925円

２．配分内訳
　（１）お見舞金・お祝い金

対　　象 単価（円） 北沢地域社協 世田谷区社協

① 支援を必要とする世帯 １世帯 8,000
＋ 1 人 2,000加算

55世帯88名
506,000円

261世帯440名
2,446,000円

② 支援を必要とする世帯の
小中学校入学お祝い金 15,000 0名

0円
6名

90,000円

③ 在宅要介護高齢者介護者 5,000 429名
2,145,000円

1,658名
8,290,000円

④ 在宅重度障害児（者）
介護者 5,000 88名

440,000円
477名

2,385,000円
①～④の合計 3,091,000円 13,211,000円（B）

　（２）平成22年度地域福祉活動費等（C）
募金総額（A）－お見舞金・お祝い金（B）＝（C） 36,961,826円 

　　　 地域福祉活動費等…�地域福祉推進のための支えあい活動（ふれあい・いきいきサロン）・福祉
団体への助成金などに使われます。（受領書の作成などの一部事務費も含
まれます。）

詳しくは、次のページへ
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歳末たすけあい・地域支えあい募金は、お見舞金・お祝い
金の他に、北沢地域の様々な地域福祉活動にも還元されて
います。

■地域福祉活動費の主な使途について（北沢地域）

イ．地域福祉活動団体助成事業
主に区内で活動している法人格（NPO法人を除く）を持たない小規模な福祉活動団体に、事
業費の一部を助成しています。

ロ．ふれあい・いきいきサロン等の支援事業
ふれあい・いきいきサロン、子育てサロンをはじめとした地域支えあい活動の充実のため、
活動費のほかにグループ間の交流事業（みんなのうたごえサロンなど）やリーダー・スタッ
フの研修会、地域支えあい活動専用拠点（松原ふれあいの家など）の交流事業などに活かさ
れています。

ハ．人材育成事業
地域社協事務所で実施している地域福祉活動の担い手やジュニアボランティアを対象に実施
する、資質の向上を図ることを目的とした講座などの開催に充てられています。

二．地区社協活動支援
地区社協活動の円滑な展開に向けた、地域社協事務所の側面的な支援に活用されています。
※地区社協活動自体の主な財源は社協会費です。

ホ．地域福祉の普及啓発（PR）事業
きたざわまつり・梅まつりといった地域の方々が集まる催し物において、上記のような社協
活動を含めた、地域福祉活動のPRに使われています。

ありがとうメッセージ
実際に助成・支援を受けたグループからの感謝の声を掲載します

ふれあい･いきいきサロン

さくらの会
月 1回の会ですが、毎回全員
元気で出席されるのが何より
だと思っています。そして、
補助金のおかげで誰でも参加
しやすいように、参加費を抑
えてお茶やお菓子が購入で
き、楽しく語り合えることを
大変感謝しております。

ふれあい･いきいきサロン

あじさいの会
補助金で、作品作りの材料代

などに使わせていただき、と

ても助かっています。地域の

みなさまの温かいご支援に感

謝しています。

地域福祉活動団体助成金交付団体

東北沢つどいの家
重度心身障害者宿泊訓練
助成金をいただいたお陰で、
テレビや写真等でしかなかな
か見ることができない風景を
見たり、また自然と直にふ
れあうことができ、利用者に
とって貴重な体験の機会を持
つことができました。

※�ふれあい・いきいきサロンは、お茶とおしゃべりが基本の集まりで、仲間づくりや介護予防の効果が見込まれ
るご近所同士の支えあい活動です。詳しくは、北沢地域社協事務所へお問い合わせください。
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身近なところで、みなさまと共に地 区 社 協 情 報

　後期事業では、高齢者エリア別交流会を開催してい
ます。 5つ（梅丘・豪徳寺・山下・代田・代田東）の
エリアに分かれての交流会も今年で 3回目となりまし
た。落語会、ミニコンサート、山崎中学校の生徒さん
とのお茶会など、エリアごとに趣向を凝らした企画で
す。歩いて集える場での交流会は、皆様に大変喜ばれ
ています。
　また、運営委員会では来年度の活動に向けて、地区
の皆さまに楽しくご参加いただけるよう検討しており
ます。22年度の活動も、どうぞご期待下さい。

北沢地域の６地区社協では、各地区ごとの特色や課題に目を向けながら、来年
度の活動の充実に向けて取り組んでいます。

　後期の事業として、多世代交流事業「第 ３回わなげ
交流大会」を開催いたしました。総勢120名のうち小
学生の参加も21名あり、元気な声が体育館に響きまし
た。参加された方より「小さいお子さんの声を聞いて、
元気を分けてもらいました」「来年も開催してください
ね」など嬉しい感想をお寄せいただきました。
　来年度に向けて代沢地区にお住まいの方同士、仲良
く暮らしていけるような活動を検討しております。今
後ともよろしくお願いいたします。

　新代田地区社協は今年度、「交流」「広報」「振り返り」
を重点テーマに事業に取り組んで参りました。
　一人でも多くの方と顔見知りとなれるよう、文化・
芸術ふれあい会、バス交流会などで「交流」を図りま
した。合わせて広報紙の発行や、町会掲示板へのポス
ター掲示など「広報」にも力を入れました。
　12月には町会の方や事業に参加された方々と懇談会
を開催し、意見交換をしながら来年度のより良い活動
に向けて 2年間の取り組みの「振り返り」を行いました。

エリア別交流会（梅丘）
1月27日㈬山崎中学校の教室にて

第 3 回わなげ交流大会
10月25日㈰代沢小学校体育館にて

懇談会 新代田ココロンの集い
スクリーンを使い、これまでの活
動報告を行いました

梅　
　

丘

代　
　

沢

新
代
田

主な活動エリア：梅丘１〜３丁目・豪徳寺１〜２丁目・代田１〜３丁目

主な活動エリア：代沢１〜５丁目・池尻４丁目33〜 39番地・三宿２丁目38番地

主な活動エリア：代田４〜６丁目・羽根木１〜２丁目・大原１〜２丁目
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　11月29日（日）に「歩こう会」を開催いたしました。
これは昨年行われた北沢地区社協主催の「住民懇談会」
の中で出されたご要望をもとに、担当推進員が何度も
検討を重ね、実現させた事業です。参加者の皆様は持
参したお弁当や、豪徳寺の美しい紅葉、そして心地よ
い疲れを楽しみ、さらに、北沢地区にお住まいの方同
士で交流を深められたことをとても喜んでいただけま
した。
　今後も、北沢地区の皆様とともに楽しみながら活動
を続けてまいります。

　11月、松原地区の活動団体と共催で「秋の歩こう会」
を実施いたしました。武蔵野の清らかなオゾンを吸収
しながら禅林寺、山本有三記念館を経て井の頭公園へ。
地区の皆様が交流を深めた秋の一日でした。
　 1月の「昔あそび」では世代を越えた交流をテーマ
に松原小学校 ２年生の児童と、あやとり、折り紙、め
んこ、独楽遊びなどを楽しみました。
　来年度も皆様と共に、より暮らしやすいまちになる
ように活動して参ります。

　11月17日(火)、高齢者交流会「お楽しみトークショー
＆地域の安全についてのお話」を日本大学文理学部に
て開催しました。
　雨にもかかわらず、108名ものご参加をいただきま
した。第１部として成城警察署による防犯についての
お話を聞いた後、第 2部として「笑点」でおなじみの
春風亭昇太師匠によるお楽しみトークショーが行われ
ました。
　今後も松沢地区がより暮らしやすいまちになるよう
に、取り組んでまいります。

豪徳寺の他、若林公園、梅ヶ丘駅
を回るコースを歩きました。

秋の歩こう会
雨で順延となりましたが、多くの
方が参加しました。

昇太師匠の巧みな話術に、会場内
はにぎやかな笑い声に包まれまし
た。

各地区社協に関するお問い合わせは…　

北沢地域社協事務所　　☎　５４６５－７５４１　まで

北　
　

沢

松　
　

原

松　
　

沢

主な活動エリア：北沢１〜５丁目

主な活動エリア：松原１〜６丁目

主な活動エリア：赤堤１〜５丁目・桜上水１〜５丁目
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平成21年11月19日（木）　北沢タウンホール第2集会室
　第１回は、44グループから計61名の方々が参加されました。普
段他のスタッフの方たちと、お話しする機会が少ないこともあり、
新鮮な気持ちで参加された方が多かったようです。交流会の中で
は「地域支えあい活動の意義と効果について」と題して事務局よ
りお話しもさせていただきました。
　サロン・ミニデイが地域の中で大切な交流や支えあいの場として
存在していることを、あらためて感じていただく機会となりました。

�

平成22年2月19日（金）　北沢タウンホール第1・2集会室
　第２回は、43グループから60名の方々が参加されました。第１
回で地域支えあい活動の意義や価値の共有を行なったことを踏ま
え、実際に活動を進めてきた中で困っていることや嬉しかったこ
となど、グループに分かれて話し合いをしました。「男性の参加者
が少ない」「後継者がいない」といった課題に対して、参加者同士
でアドバイスしあう、共感して励ましあうといった場面が至ると
ころで見られました。
　グループ間の交流と、地域支えあい活動の大切さを再確認していただくことを目的に開催した会
でしたが、スタッフのみなさんの活動に対する熱い思いをあらためて実感させられる機会となりま
した。

気軽に・楽しく・無理なく地 域 支 え あ い 情 報

ますます広がる、
支えあいの輪
　世田谷区社協がサロンを皮切りに「地域支え
あい活動」の支援に取り組んでから昨年度で丸
10年が経ち、今では区内全域で約600ものグ
ループが活動をしています。
　北沢地域においてはサロン・子育てサロン・
ミニデイ合わせて現在約110グループが活動し
ています。
　ご近所同士のつながりを軸に、個性豊かな支
えあいの活動が地域にしっかりと根を張り、広
がりをみせています。

横のつながりをつくり、
より大きな輪へ
　そんな北沢地域で活動している全グループの
スタッフを対象に、２回シリーズで交流会を開
催しました。この交流会は、活動を展開してい
く上でご近所同士の活動だからこそ得られる喜
びや、気を遣う部分など、様々な情報交換を通
して今後の活動に活かしていただくと共に、こ
れまでの活動を振り返りながら、改めて地域支
えあい活動の大切さを再確認していただくこと
を目的として開催しました。

第1回

第2回

より良い活動を目指して…
サロン・ミニデイスタッフ交流会を開催しました。
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ふれあいサービス協力会員長時間活動感謝状贈呈式
� 平成22年 1月30日（土）

　社協で定めるふれあいサービスの活動時間数の節目を迎えた協力会
員を対象に、改めて感謝の意を表すと共に、その功績をたたえるため、
感謝状を贈呈しました。
　北沢地域では、長きにわたりふれあいサービスを支えていただいて
いる 6名の協力会員が表彰を受けられました。
　表彰式・講演会につづき、日々の活動に関する情報交換を行いました。
その中では、ふれあいサービスは、家事や介護のサービスを提供する
ことを通じて、地域で見守る意識を醸成し「いつまでも住み続けたい
福祉のまち世田谷」の創造につながっていくことを共有しました。

ふ れ あ い 情 報 支え合い・心をつなぐ・合い言葉

　地域支えあい活動専用拠点「松原ふれあ
いの家」で、子育てサロンリーダーとふれ
あい子育て援助会員の交流会を行いました。
　日頃、それぞれ子育てに関する活動をし
ている皆さんですが、活動への思いを報告
しあい、地域の子どもたちと直にふれあい、
見守る喜びや苦労を共有しました。
　また、特技ボランティアさんにパネルシ
アターやエプロンシアターを披露して頂き、
地域のお母さん、お子さんも一緒に楽しみ
ました。白いパネ
ルやエプロンの上
にどんどん広が
る世界に魅了され
た楽しい時間でし
た。

　個々での活動が中心の協力会員同士が交
流を深める機会として、ふれあいサービス
協力会員懇談会を開催しました。
　できる範囲の活動時間・内容で登録し、
活躍されている協力会員の多くは、利用会
員との間にご近所同士の活動ならではの信
頼関係を築いています。一方で、活動を通
して喜びを感じると共に、ちょっとした気
持ちの行き違いや活動に関する誤解が生じ
る場合もあります。そのような時の解決法
や、工夫の仕方を
ベテラン協力会員
から登録したばか
りの協力会員ま
で、様々な角度で
意見を出し合う会
となりました。

社協活動を支えてくださっている方々が
ここにも、あそこにも…

表彰者（北沢地域）
【5,000時間】
　中垣　操子　様
　小田　正子　様
　曽根　順子　様
【2,000時間】
　鈴木　利美　様
　大芦　久子　様
【500時間】
　相馬　敏男　様

平成21年10月30日（金）

子育てサロンリーダー・
援助会員交流会

平成21年12月3日（木）

ふれあいサービス
協力会員懇談会

エプロンシアターの様子 16名が参加されました
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平成21年11月1日号に関する
お詫び
　平成21年11月 1日号に掲載しました
松原ふれあいフェアー開催の記事に、誤
りがございました。
　謹んでお詫び申し上げますとともに、
以下の通り訂正させていただきます。

【松原ふれあいフェアー開催報告】

（ 6ページ本文 3行目）

誤　朝顔教室　➡　正　朝顔教会

ご寄付をいただいた方々
（10月～ 2月）

�
10月26日	 岩田　弘靖　様� 30,475円

12月25日	� 日本キリスト教団�  
東京都民教会　様� 39,770円

12月25日	� 東京土建世田谷支部�  
下北沢分会　様� 5,000円

1 月 6 日	� 松沢いきいきクラブ　様
� 3,000円
　皆様のご厚志に、
　心より感謝申し上げます。

　 2月 2日から 4日まで、北沢中学校 1年生の職
場体験で、男子生徒 1名が 3日間限定の社協職員
として北沢地域社協事務所に「配属」されました。
　「保育園で子どもたちを見守る」「スーパーで商
品を売る」といった仕事と比べて、「福祉のまち
づくり」「支えあいのネットワークづくり」といっ
た社協の仕事は、中学 1年生にはなかなか具体的
なイメージが持ちにくかったと思います。しかし、
サロンやふれあいサービスの利用者宅へ出向き、
積極的にコミュニケーションを図ったり、デスク
ワークにも黙々と取り組むなど、 3日間立派に勤
め上げてくれました。
　今回の職場体験の最後の仕上げとして、この３
日間の感想を書いてもらいました。

社協会費募集中！
世田谷区社協では、地区社協活動をはじめ様々な地域福祉活動の更なる発展のための貴重な財源
として、社協会費を募集しております。ご理解とご協力の程、宜しくお願い申し上げます。詳し
くは、北沢地域社協事務所へお問い合わせください。

体験を振り返って
　この 3日間でまずわかったことは、サロ
ンという場がたくさんあり、やっているこ
とも違うことです。とても元気なお年寄り
ばかりで、歌っていた曲は昭和っぽくて聞
いたことないものばかりだったけど、話は
わかりやすいように話してくれたのでうれ
しかったです。福祉についてもよくわかり
ました。とても勉強になった 3日間でした。

� 北沢中学校 1年A組　中村　希望

北沢中学校職場体験


